






















第 1節 実 験 動 物
第 2節 実 験 方 法
第 1研 沈降反応よりする検討
第 2項 赤血球凝集反応よりする検討




第 1節 実 験 動
算2節 実 験 方












































































ある｡従って著者はこれらのことを 考 慮 に お



















第 1節 実 数 動 物





















第 2節 実 験 方 法

















血 球 感 作




洗源血球を同じく燐酸緩衝生食水 20ccに浮 遊 せ し
め, 0.5%感作血球浮遊液として用いた｡








第3節 実 験 成 績
第 8表 にみ られ るよ うに少 くとも沈降反応を
呈 す る程 の沈 降抗体 はみ られなかった｡対照 と
しての 自家 アル ブ ミンを抗原 とす る群 に於 ける
沈降 反応 も (-)であった｡
一方,抗原犬血清 アル ブ ミン感作緬羊血球を
用 いた赤血球凝集反応を試みたが,判定 は第 9
蓑 に示すよ うに何れの場合 も陰性 の結果が現 わ
れた｡即 ち, この方法 によ り証 明 し得 る抗原抗
体反応ほお こらない ことが判明 した｡
第4節 小 括
本編 に於 いて所謂個体特異的血清 アル ブ ミン
が同種異体 に対 し,抗原性 を有す るか否かを沈
降反応及び凝集反応 によ り検討 したが,沈降抗
体及 び凝集抗体 の産生 はみ られなかった｡
第 2章 血清中に於ける不完全抗体産
生能の有無 に関す る検討
第 1節 実 巌 動 物
前章に準じて正常雑種成犬を用いた｡
第 2節 実 験 方 法
感作前及び感作後 3週間経過したものに･ついて採血






第 8表 沈 降 反 応 (重層法)




稀釈 ･1×24 8 16 32 64 128256
抗原 A-Alb- 抗 A犬血清




抗原 B-Alb- 抗 A犬血清




抗原 A-Alb- 抗 B犬血清








稀釈 ;1×24 8 16 32 64 128256
1
抗原 D-Alb--抗 C犬血清
腰 間 竺竺 il_T_24 _8_16 32 64 128512
G犬 写旦 間 1
24時間 r
抗原 C-Alb- 抗 D犬血清


























時間 1 -稀釈 jlx24 8 16 32 64 128256
A-Alb-+ -
A犬2時間 1- - - - - - 一 一
24時間 十 一 一 一 一 - - -
抗原 C-Alb- 抗C犬血清









表毎 融二r r ~一 二
















































































































































の β グロブリンに多少の変位を認めた事 は,
たとえ吸収沈降しなかったとしても何等かの抗






















種異体感作処置による抗体産生の有 無 につ い
て,この感作動物血清を抗原と混合 し,抗原抗
体反応による結合に伴い現われる変 化 に つ い
て,Tiseliusの装置を用いた電気泳動的検索を
行ったが,その電気泳動上易動度の変化及び各
分劃相互間の有意の量的変動はみられ な か っ
た｡
